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事業の目的・計画



背 景
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再生可能エネルギーの大量導入

第7次エネルギー基本計画では水力発電の大幅な増強

電力系統の再エネの急速拡大への対応が必要
電力系統への統合コストの抑制が喫緊の課題

水力発電の調整電源としての役割に大きな期待

【課題】
水力発電の大幅な拡大・増強
柔軟な運用による調整能力









実施項目と体制
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実施項目と主な成果







➄模型試験プラットフォーム

12

装置の計画を策定（電中研）
➢水車模型の最大出力は400kW
➢国際規格IEC 60193に準拠した設備

➢発電所では試験ができない、様々な回転数、
流量、キャビテーション条件などを網羅した
試験を実施する。

• 電力中央研究所我孫子地区に設置予定
• 2025年度基本計画完了

→2027年度までに完成
• ②フランシス水車3機種の実証試験
（2028年度）

• 将来は共用設備化

（継続的な研究開発、中小水車メーカや
発電事業者の技術開発基盤）

装置の計画図（電中研）





➅最適運用・制御システムの開発
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2025年度実施事項（東芝）

✓ SPPS*1およびBESS*2の実証検証を行う水力発電所を選定

✓ 選定した発電所の既設制御システムの構成および入出力情報を確認

✓ 既設制御システムと新たに設置するSPPSおよびBESSとの取合いを検討し、システム構成案を作成







➇極低負荷運転時の評価手法の開発
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AEセンサーによるキャビテーション計測例

レーザー可視化システムによる粒子軌跡追跡法（PIV）結果

✓ 極低負荷運転時流れの分析評価のため、解析的，実験的なアプ
ローチを開始。粒子軌跡追跡法（PIV）を用いて、渦芯ふれ回り挙
動を可視化、流動不安定との関係を調査中。

✓ キャビテーションによる流動不安定の解明のためのシャドウグラフ
システム、レーザドップラ流速計を導入し、実験を開始（2025年度
～）

✓ キャビテーション壊食の予測手法構築のためAEセンサを導入し、
試験を開始（2026年度～）

✓ 流動不安定メカニズム解明に重要な要素となる気液二相流での
挙動解明のための研究を計画。

極低負荷運転時の流動現象の簡易評価手法を確立に向けた取り組み（早稲田大）



成果の社会実装に向けた活動



⑨ターボ機械協会ワーキンググループ活動
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ターボ機械協会
「水力エネルギー利用促進分科会」に
「水力発電の柔軟性向上のための技術開発WG」を設置した

SWG1：中小型水車の設計標準化
SWG2:水力発電のデジタル技術標準化

（本年度の報告事項）

メーカ、発電事業者、自治体、大学・研究機関、など多岐にわたる所属機
関から、合計67名が参加。
※2026/4/13に第1回会合を実施した

会合は年2回開催予定

目的：本事業の成果の情報共有、標準化に向けた意見交換



まとめ

20

中小水力発電対象：
メーカや発電事業者への技術支援を目的として
• 設計・開発に必要なツール・技術開発
• 水車の標準設計
• 模型試験プラットフォームの開発
を実施中

大型水力発電対象：
• 最適運用・制御システムの開発
を実施中

中小・大型水力発電共通：
• 過渡応答評価ツール開発と対策の検討
• 極低負荷運転時の評価手法の開発
を実施中

標準化や成果の普及のため、ターボ機械協会においてWG運営・活動実施中


